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総 総務部
教 教育部経 生活経済部

福 健康福祉部
企 企画部

建 建設部

少
人
数
学
級
の

実
施
を

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
野
田　
佳
延 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
財

政
見
通
し
を
し
た
う
え
で
、
財
政
計

画
、
予
算
編
成
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費
と
財
源
の
内
訳
は
。

総
現
時
点
ま
で
の
事
業
費
の

総
額
は
、
約
10
億
４
８
０

０
万
円
。
国
・
県
の
補
助
金
・
交
付

金
は
２
億
４
９
０
０
万
円
。
今
後
、

見
込
ま
れ
る
交
付
金
は
約
２
億
３
１

０
０
万
円
。
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
額
は
約
３
億
８
６
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

歳
入
・
歳
出
の
見
通
し
は
。

総
歳
入
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
に

よ
り
、
法
人
町
民
税
の
収
入
見
込
み

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
。
歳
出
で

は
、
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
な
い

経
費
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
予
測

が
難
し
い
。

基
金
と
地
方
債
の
考
え
方
は
。

総
財
政
調
整
基
金
は
、
令
和

４
年
度
ま
で
は
、
最
低
で

も
残
高
５
億
円
を
維
持
し
、
令
和
５

年
度
以
降
は
、
10
億
～
16
億
円
程
度

を
維
持
し
て
い
く
。
地
方
債
は
、
借

入
額
を
償
還
額
以
内
と
し
て
、
大
規

模
事
業
以
外
は
で
き
る
限
り
抑
制
す

る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
対
す
る

考
え
方
は
。

町長
令
和
４
年
を
境
に
、
歳
入

状
況
が
大
き
く
上
向
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
先
送
り
さ
れ
た
、
基
幹
道
路
の

整
備
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
の

改
修
や
修
繕
な
ど
、
山
積
し
た
ハ
ー

ド
事
業
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
教
室
に
お
け
る
密
を
避
け

る
手
立
て
を
と
る
よ
う
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

教
室
の
密
を
避
け
る
加
配
を

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
小
中

学
校
の
教
室
で
密
を
避
け
る

た
め
の
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
少
人
数
学
級
ま
た
は

少
人
数
授
業
と
な
る
よ
う
改
善
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
教
職
員

の
加
配
が
必
要
で
す
。

　
教
職
員
の
加
配
措
置
を
早
急
に
行

う
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

教
町
内
各
小
学
校
で
は
、
文

部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
参
考
に
、
感
染
症
の
予
防
対

策
を
行
い
な
が
ら
学
校
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

教
室
内
で
の
予
防
対
策
と
し
て

は
、
換
気
を
十
分
に
行
い
座
席
を
極

力
離
し
、
教
室
い
っ
ぱ
い
に
席
を
広

げ
る
な
ど
、
40
人
近
い
教
室
に
お
い

て
も
可
能
な
限
り
、
身
体
的
距
離
が

確
保
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま

す
。学

校
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
保
障
、
安
全
・
安
心
な
学
校
生

活
の
構
築
に
向
け
て
学
校
運
営
を
し

て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
少
人
数
学
級
か
少

人
数
授
業
に
対
応
す
る
教
職
員
の
加

配
措
置
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

今
後
も
健
全
な

財
政
の
運
営
を

政
和
ク
ラ
ブ

　
　
石
川　
義
治 

議
員

▲中学校の授業の様子

●財政調整基金とは
地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するための積立金のことです。大幅な税収減や、
災害の発生等による予期せぬ支出に備え、将来を見据えた計画的な財政運営を行うために積立てを
するもので、武豊町では、決算剰余金の２分の１以上を積立てることとしています。
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職
員
の
避
難
所
開
設
・

運
営
訓
練
を
実
施

　
　　
本
村　
強 

議
員

使
用
済
み
紙
オ
ム
ツ

持
ち
帰
り
廃
止

政
和
ク
ラ
ブ

　
　
櫻
井　
雅
美 

議
員

「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」「
働
き
な

が
ら
で
も
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境

が
整
っ
て
い
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
て
保
護
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

大
切
！保

育
園
の
紙
オ
ム
ツ
の
持
ち

帰
り
に
つ
い
て
感
染
症
対
策

と
し
て
早
急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

町長
保
育
園
で
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
保
護
者
の
感

染
の
不
安
が
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

送
迎
時
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
保
育
士
に
と
っ
て

も
作
業
量
の
軽
減
と
な
る
。
来
年
４

月
の
実
施
に
向
け
整
備
を
し
て
い
き

た
い
。保

育
士
の
業
務
軽
減
・
保
護

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
保

育
園
と
保
護
者
を
つ
な
ぐ
連
絡
ア
プ

リ
の
導
入
の
検
討
は
。

福
令
和
５
年
度
の
庁
舎
電
算

シ
ス
テ
ム
の
リ
プ
レ
ー
ス

に
合
わ
せ
「
保
育
業
務
改
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
検
討
を
続
け
た
い
。

保
育
園
の
保
護
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
は
可
能
か
。

福
今
年
11
月
に
向
け
て
、
保

護
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
準
備
を
進
め
て
い
る
。
保
育
園

の
運
営
・
保
育
内
容
に
つ
い
て
、
普

段
感
じ
て
い
る
こ
と
、
気
づ
い
た
こ

と
を
遠
慮
な
く
書
い
て
い
た
だ
け
る

よ
う
工
夫
す
る
。

北
保
育
園
は
駐
車
場
不
足
の

た
め
非
常
に
危
険
な
状
態
だ

が
、
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
。

福
砂
川
公
園
の
活
用
は
難
し

い
状
況
で
あ
り
、
民
間
の

土
地
の
借
用
も
大
変
苦
慮
し
て
い

る
。
引
き
続
き
駐
車
場
の
確
保
に
努

め
、
現
在
使
用
し
て
い
る
駐
車
場
の

進
入
方
法
を
工
夫
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
３

月
、
６
月
、
そ
し
て
今
議
会
も
制
限

付
き
の
一
般
質
問
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
１２
人
（
９
月

８
日
現
在
）
の
感
染
者
が
発
生
し
て

い
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
。
季
節
を
問
わ

ず
、
場
所
を
選
ば
ず
感
染
の
リ
ス
ク

を
誰
し
も
負
っ
て
い
る
。
い
ま
だ
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
対
峙
す
る
行
政
側
の
負
担
も
甚
大

な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
る
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
が
、
コ
ロ
ナ
と
複
合

す
る
災
害
に
備
え
「
コ
ロ
ナ
感
染
危

惧
下
に
お
け
る
災
害
対
策
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

避
難
所
に
事
前
受
付
設
置

避
難
所
開
設
・
運
営
に
対
す

る
職
員
の
訓
練
は
。

総
８
月
31
日
に
訓
練
を
行
っ

た
。
内
容
は
、
避
難
所
に

一
般
避
難
者
、
発
熱
者
お
よ
び
感
染

者
な
ど
用
の
各
避
難
場
所
準
備
訓
練

や
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な

ど
の
備
品
取
り
扱
い
訓
練
。
ま
た
、

避
難
所
に
事
前
受
付
を
設
置
し
、
避

難
者
の
体
調
に
よ
り
各
避
難
場
所
に

区
分
け
す
る
運
営
訓
練
を
実
施
し

た
。

地
域
に
お
け
る
必
要
備
品
は
補

助
金
の
活
用
を

地
域
に
対
す
る
補
助
や
必
要

備
品
の
配
備
は
考
え
て
い
る

か
。

町長
平
成
23
年
度
か
ら
「
自
主

防
災
活
動
事
業
補
助
金
」

の
補
助
を
し
て
い
る
。
マ
ス
ク
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

や
せ
っ
け
ん
な
ど
は
、
各
地
域
に
お

い
て
「
自
助
」
に
よ
る
補
助
金
活
用

で
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

▲町役場職員による、
　避難所運営訓練準備風景

●電算システムリプレースとは
リプレースとは直訳すれば「置き換える、交換する」という意味です。つまり問題を抱えているシステム
を新しくする、置き換える作業のことを言います。
武豊町は令和５年に現在の IT 環境を大幅に更新する予定です。
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C 

■
M 

■
Y 

■
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災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を

「
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

は
い
つ
頃
配
布
予
定
で
す
か
。

総
令
和
３
年
４
月
15
日
号
の

広
報
紙
と
併
せ
て
、
全
戸

配
布
す
る
予
定
。

ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

町長
ま
ず
は
、
各
ご
家
庭
に
お

い
て
、
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
。

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
防
災

教
育
の
中
で
活
用
を
考
え
て
い
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
る
、
W
E
B
版

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。総

W
E
B
版

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
有
益
性
は

認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
導
入
に
向
け
て

の
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
発
達
支
援
・
相
談
支
援
を

就
学
前
に
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
の
利
用
の
仕
方
や
事
業
所

の
紹
介
を
す
る
説
明
会
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。福

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
、

あ
お
ぞ
ら
園
を
含
め
た
、
町
内
の
保

育
園
に
通
っ
て
い
る
園
児
の
保
護
者

を
対
象
に
、
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。「

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」

整
備
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

福
今
年
６
月
か
ら
、
足
掛
か

り
と
な
る
、
相
談
支
援
事

業
と
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
を

「
あ
お
ぞ
ら
園
」
に
お
い
て
開
始
し

た
。「

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設

置
の
た
め
の
、
課
題
の
整
理
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

行
政
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
行
政
と
し
て
課
題
の
整

理
、
実
行
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る

の
か
。町長

平
成
24
年
に
作
成
し
た

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
」
に
沿
っ
て
、
町

民
の
生
活
の
安
全
・
安
心
の
視
点
か

ら
課
題
を
整
理
し
「
生
活
」
「
子
ど

も
」
「
医
療
」
「
地
域
経
済
」
を
基

本
と
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
最
適
な

施
策
を
講
じ
て
い
く
。

感
染
者
な
ど
に
対
す
る
誹
謗

中
傷
を
誘
発
さ
せ
な
い
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
町
長
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

発
信
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
住
民

メ
ー
ル
で
の
お
願
い
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
実
施
可
能
な
限
り
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

町
内
で
進
行
中
の
大
型
事
業

へ
の
影
響
は
。
ま
た
、
事
業

計
画
に
感
染
対
策
設
備
を
導
入
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

企
進
行
中
の
大
型
事
業
は
、

温
水
プ
ー
ル
、
武
豊
中
央

公
園
、
知
多
武
豊
駅
東
の
区
画
整

理
、
知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

事
業
の
４
つ
が
あ
る
が
、
現
時
点
で

進
捗
に
影
響
は
な
い
。

感
染
対
策
と
し
て
、
屋
内
温
水

プ
ー
ル
に
は
洗
面
所
な
ど
へ
の
自
動

水
栓
設
置
、
武
豊
中
央
公
園
へ
は
、

感
染
予
防
の
注
意
喚
起
看
板
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
季

節
を
前
に
、
医
療
機
関
と
の

協
調
し
た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
町
内
の
医
療
機
関
と
定
期

的
に
連
絡
調
整
す
る
機
会

を
設
け
、
必
要
な
対
策
を
取
っ
て
い

く
。

▲人権の尊重を
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総 総務部
教 教育部経 生活経済部

福 健康福祉部
企 企画部

建 建設部

住
む
場
所
の

危
険
度
を
知
っ
て
！

公
明
党
議
員
団

　
　
甲
斐
百
合
子 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

行
政
対
応
は

き
ず
な

　
　
石
原　
壽
朗 

議
員

●災害ハザードマップとは
自然災害による被害を予測し、その被害範囲を地図化したものです。予測される災害
の発生地点、被害の範囲や程度、さらには避難経路や避難場所などの情報が地図上
に示されています。武豊町のハザードマップはこちらの QR コードから。



大
震
災
発
災
時

汚
水
処
理
は

　
　　
南　
賢
治 

議
員

不
耕
作
地
を
ど
う

利
活
用
す
る
？

政
和
ク
ラ
ブ

　
　　
久
野　
勇 

議
員

発
災
時
は
、
下
水
管
路
の
破
断

や
電
源
の
喪
失
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
の
機
能
停
止
な
ど
に
よ
り
、

衣
浦
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
汚
水

を
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

下
水
道
の
被
災
状
況
と
使
用

制
限
情
報
を
住
民
に
伝
え
る

方
法
は
。建

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
同
報
無
線
や
広
報

車
の
巡
回
を
考
え
て
い
る
。

公
園
な
ど
に
設
置
が
進
む
マ

ン
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
易
ト

イ
レ
は
、
下
水
道
の
機
能
不
全
時
に

は
ど
う
な
る
の
か
。

建
武
豊
中
央
公
園（
貯
留
型

10
基
）、富
貴
小
学
校（
直

結
型
10
基
）、祠
峯
公
園（
直
結
型
３

基
）に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
。

し
尿
を
貯
留
す
る
貯
留
型
は
、下
水

道
の
状
況
に
関
係
な
く
使
用
可
能
。

下
水
道
に
放
流
す
る
直
結
型
も
、一定

量
の
し
尿
は
汚
水
管
内
に
貯
留
で
き

る
た
め
、一定
期
間
の
使
用
は
可
能
。

下
水
道
の
機
能
不
全
時
に
、
各

世
帯
で
使
用
さ
れ
た
便
袋
と
凝

固
剤
の
保
管
、回
収
、処
理
方
法
は
。

経
使
用
後
の
携
帯
ト
イ
レ

は
、
可
燃
ご
み
と
し
て
取

り
扱
う
。
可
燃
ご
み
の
収
集
日
に
回

収
し
、
ご
み
処
理
施
設
で
焼
却
す

る
。
収
集
日
ま
で
は
、
蓋
つ
き
の
バ

ケ
ツ
や
防
臭
効
果
の
あ
る
ポ
リ
袋
に

入
れ
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

便
袋
や
凝
固
剤
は
、
各
世
帯

で
用
意
す
る
の
か
、
行
政
が

配
布
す
る
の
か
。

総
町
で
は
、
避
難
所
用
の
仮

設
ト
イ
レ
を
1
0
6
基
備

蓄
し
て
い
る
。
家
庭
で
は
、
一
人
１

日
５
回
の
計
算
で
、
１
週
間
分
の
携

帯
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
出
前
講
座
や
防
災
教
育
な
ど
で

話
し
て
い
る
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
耕
作
放
棄
地
が
発
生
し
て
い

る
。
農
地
の
利
活
用
促
進
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

耕
作
放
棄
地
発
生
の
原
因
と

対
策
は
。

経
耕
作
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
、
非
農
業
者
へ
の

相
続
に
よ
る
農
地
細
分
化
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
農
業

委
員
会
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や

農
地
銀
行
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

相
続
放
棄
さ
れ
た
農
地
へ
の

対
策
は
。

経
相
続
財
産
管
理
人
が
選
任

さ
れ
る
ま
で
は
、
所
有
者

や
法
定
相
続
人
に
適
切
な
保
全
管
理

を
依
頼
し
ま
す
。
相
続
後
の
農
地
管

理
に
お
困
り
の
場
合
は
農
業
委
員
会

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
規
就
農
者
を
増
や
す
取
組

み
は
。

経
県
農
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
連
携
し
て
、
拠
点

農
地
の
確
保
や
融
資
相
談
、
経
営
開

始
型
助
成
金
の
活
用
な
ど
、
今
後
の

経
営
安
定
化
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
が
本
町
で
就
農

し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

経
集
出
荷
場
や
卸
売
市
場
が

近
い
な
ど
、
共
同
出
荷
し

や
す
い
立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
や
、

研
修
生
の
受
入
れ
を
行
う
農
業
者
グ

ル
ー
プ
・
地
域
も
あ
り
、
営
農
拠
点

づ
く
り
へ
向
け
た
技
術
習
得
の
場
が

あ
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

農
地
の
流
動
化
を
促
進
す
る

為
に
何
が
必
要
と
考
え
る
か
。

経
耕
作
出
来
な
く
な
る
農
地

に
比
べ
、
担
い
手
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
支
え
る
担
い

手
農
業
者
の
育
成
や
、
耕
作
で
き
る

農
業
者
へ
農
地
利
用
を
集
約
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
、
地

域
農
業
の
将
来
方

針
を
、
地
域
ご
と

に
検
討
し
決
定
す

る
場
を
設
け
る
。

▲下水道ＰＲ用
　デザインマンホール
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個人質問

トピックス

町政への質問

武豊町の議会だより No.173　2020年10月15日発行

●耕作放棄地とは
以前耕作していた土地で、過去 1 年以上作物を栽培せず、この数年の間に再び栽培する考えのない土
地のことです。原因として、農業者の高齢化や後継者不足による農業人口の減少が挙げられます。農
業を行う人がいなくなって、土地が放置されるケースが多いのです。
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